
23

島根県南東部・大万木山コールドロンの FT年代
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はじめに

西南日本内帯には白亜紀～古第三紀火山岩

類・深成岩類が広く分布する．特に中国地方

の古第三紀火山岩類は，それ以前の白亜紀火

山岩類が地溝状の分布を示すのに対し，明瞭

な円～楕円形�(NE-SW長軸 )�の輪郭を有す

るコールドロンをなしている�( 今岡・村上，

1979)．各コールドロンは大まかにはN60E

に長軸を有する右雁行配列をなし，このこと

から当時の応力場との密接な関連が推定され

ている�( 小室，1999)．これらのコールドロ

ン群の火成活動や構造運動を明らかにするこ

とは，日本海形成時のテクトニクスを明らか

にする上で，重要な意味をもつとされる�( 青

山・小室，2001)．中国地方の白亜紀－古第

三紀火成岩類の広域的な対比ついては，飯

泉ほか�(1985)�により，種々の放射年代値に

基づいた考察が報告されている．また，山

陰地方中部における同時代の火成活動につ

いては，松浦�(1989)�によりその時代的変遷

が詳細に検討されている．なおコールドロン

の活動ステージについての年代学的研究もい

くつか報告されている�( 例えばGazis�et�al.，

1995)．

今回，島根県南東部の広島県境付近に分布

する大万木山コールドロンを対象とし，コー

ルドロンの活動ステージごとの年代を明らか

にすることに加え，山陰地方の一連のコール

ドロン群との年代学的関係を明らかにする目

的で，ジルコンの FT年代を測定したので報

告する．

地質概要および試料

大万木山コールドロンは山陰地方に見られ

る古第三紀コールドロン群の東端に位置する�

( 第 1図 )．本コールドロンについては，小室・

安達�(1998)�により詳細な地質図が作成され

ているので，試料採取地点とともに第 2図に

示す．

小室・安達�(1998)�によれば，大万木山

火山岩類はNE-SW方向に長軸を持つ長径

6km，短径 4kmの楕円形の輪郭を示すコー

ルドロンをなし，東部では主に白亜紀の高田

流紋岩に，西部では白亜紀の因美迸入岩類に

属する赤名花崗岩類�( 吉田，1961)�に断層関

係で接するとされる．コールドロンはNNE-

SSW方向の何本かの左横ずれ断層により切

られ，層序は下位より，流紋岩質火砕岩部層，

流紋岩質溶岩部層，流紋岩質溶結凝灰岩部層

に区分される�( 小室・安達，1998)．コール

ドロン縁部には花崗閃緑斑岩やトーナル岩の

小岩体がコールドロンを取り巻くように分布

する．またコールドロン縁部には一部タフダ

イクと考えられる露頭も存在する．

年代測定に供した試料は主に小室・安達�

(1998)�に示された露頭と同一地点から採取

したが，一部の試料にはジルコンが全く含ま

れなかったため，より多くの地点から追加試

料を採取した�( 第 2 図 )．

第1図．山陰地方に分布するコールドロン群�(小室，
1999)．
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FT 年代測定

試料を粉砕後，篩い分け�(60�-� 250μm)，

水洗い，乾燥，磁選，重液分離を経てジルコ

ンを抽出した．PFA テフロンシートに埋め

込み後，ダイヤモンドペースト�(3 および 1μ

m)�を用いて，結晶内部に含まれる包有物を

目安に，完全な 4π面を得るまで研磨した．

KOH-NaOH共融液�( テフロンジャーを使

用 )�を高温チャンバー中で 225℃に保ち 29

～ 42 時間エッチングを行った．1：1塩酸で

24 時間中和した後，試料を再プレスし，白

雲母を貼り付け，標準ガラスNIST-SRM612

とともにカプセルに詰め，京都大学原子炉実

験所の Tc-Pn 照射設備で 50分間の中性子照

射を行った．試料および標準ガラスに貼り付

けてあった白雲母を 46％HF� (25℃ )�でそれ

ぞれ 10 ～ 12 分間および 50 分間エッチング

第2図．大万木山周辺の地質図�( 小室・安達，1998)．
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した．計数はニコンオプチフォトに 100 倍�

( ドライ )�の対物レンズおよび 10倍の接眼レ

ンズを使用して総合倍率 1000 倍で行った．

結果

年代測定結果を第 1表に示した．トラック

の計数は吉田によって行われたものであり，

Fish�Canyon�Tuff の測定から得られたゼー

タ値は 417 ± 13 とやや高い値であった．

前述したようにジルコンを全く含まない試

料も多く，実験には困難を伴ったが，最終的

に得られた FT年代は 23.3 ± 1.0 ～ 33.4 ±

2.6Ma であった．ただし，測定粒子数が少な

く誤差の大きい試料も含まれる．

考察

コールドロンの主体をなす溶結凝灰岩�( 試

料⑤ )�および流紋岩質火砕岩�( 試料�D)�の年

代はそれぞれ 30.8 ± 1.3Ma および 33.4 ±

2.6Ma であった．前者はコールドロンの上位

に，後者は最下位に相当するが，後者の誤差

が大きいこともあり両者の年代値の誤差範囲

は一部重なる．一方，コールドロン内部には

溶結凝灰岩を貫くいくつかの安山岩脈が認め

られるが，その年代も 29.9 ± 1.7Ma と誤差

範囲で一致する�( 試料 010929)．これらのこ

とは，本コールドロンの主要な活動時期は約

30Ma であり古第三紀後期・漸新世の中頃で

あることを示している．

コールドロン北縁に分布するトーナル岩

は，その分布範囲から，コールドロン縁部の

断層に沿って迸入したリングダイクであるよ

うな印象を与える．しかしながら得られた年

代は 29.5 ± 1.2Ma� ( 試料② )�であり，前述

したコールドロン内部の一連の年代と誤差範

囲で一致する．すなわちトーナル岩の迸入は，

大万木山火山岩類の活動とほぼ同時期の現象

であることを意味する．一方，コールドロン

東縁に小規模に分布する花崗閃緑斑岩�( 斑状

グラノファイア )� ( 試料 A)�の年代は 27.7 ±

1.2Ma であり，一連の年代よりもやや若い値

を示す．このことは，花崗閃緑斑岩がコール

ドロンの主要な活動の後，やや時間差を置い

て迸入した可能性を示すのかもしれない．

コールドロン北西縁付近に分布するタフ

ダイクとされる試料�( 試料 C)�は 23.3Ma ±

1.0Ma と有意に若い値を示す．この試料は，

ジルコン粒子ごとの外形の違いや FT密度の

ばらつきも大きく，起源の異なるジルコンが

混在しているように見える．鏡下では斑状組

織を示す火砕岩であり，斑晶である石英や長

石の周囲に極細粒の石英粒が成長しているよ

うに見える部分もある．有意に若い年代は，

コールドロン形成後，数Maの時間間隙を置

いた活動を示唆するが，コールドロンの主体

をなす火山岩類との関係については，更なる

検討が必要であると考えられる．

山陰地方に分布する一連のコールドロンと

の年代学的関係についてであるが，これま

で，田万川，浜田および弥栄コールドロンか

ら約 30Ma のジルコン FT年代が得られてい

る�( 村上，1985)．また，桜江コールドロン

第1表．FT年代測定結果．
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については約 30Ma の FT年代が報告されて

いる�( 大平ほか，2002)．さらに作木コール

ドロンからは約 38Ma の K-Ar 年代が得られ

ている�( 松浦，1989)．今回得られたジルコ

ンの FT年代は既報の放射年代と調和的な結

果であり，これら一連のコールドロン群が古

第三紀漸新世の火成活動によって形成された

ことを示す．

まとめ

大万木山コールドロンを構成する火山岩類

のうち下部流紋岩質凝灰岩および上部流紋岩

質溶結凝灰岩から 30.8 および 33.4Ma のジ

ルコン FT年代が得られた．本コールドロン

の活動時期は古第三紀漸新世であることが明

らかとなった．コールドロン内部にわずかに

分布する安山岩岩脈も同時期の年代を示す．

これらの値は一連のコールドロン群の放射年

代と調和的である．

コールドロン縁部に分布する迸入岩のうち

北部のトーナル岩では 29.5Ma，東縁の花崗

閃緑斑岩�( 斑状グラノファイア )�は 27.7Ma

であった．さらにコールドロン北西縁に分布

するタフダイクでは 23.3Ma と有意に若い値

を示した．このような結果は火成活動ステー

ジの時代差に対応する可能性もあるが，コー

ルドロンの再活動との関連も含めさらに検討

する必要がある．
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